
 1 

別 紙 ３ 

平成２５年度北海道大学情報基盤センター共同研究成果報告書 

 
 １．研究領域番号  A2 大規模問題解決の基盤技術 
 
 ２．研究課題名  メニーコアに対応した進化計算並列化技術による大規模問題解決 
 
 ３．研 究 期 間   平成２５年 ４月１日 ～ 平成２６年 ３月３１日 
 
 ４．研究代表者 

氏   名 所属機関・部局名 職  名 備  考 
佐藤 裕二 
 

法政大学情報科学部コンピュータ科学科 教授  

 
 ５．研究分担者 

  氏   名 所属機関・部局名 職  名 備  考 
筒井 茂義 
 

大阪府立大学大学院理学系研究科 客員研究員  

藤本 典幸 
 

大阪府立大学理学部情報数理科学科 教授  

棟朝 雅晴 
 

北海道大学情報基盤センター 教授  

佐藤 未来子 
 

東京農工大学大学院工学府 特任助教  

 
 

   

 
  
６．共同研究の成果 
    下欄には，当該研究期間内に実施した共同研究の成果について，その具体的内容，意義，重要性等を，共同研究 

申請書に記載した「研究目的」と「研究計画・方法」に照らし，800字～1,000字で，できるだけ分かりやすく 
記載願います。文章の他に，研究成果を端的に表す図表を貼り付けても構いません。なお、研究成果の論文・学会  
発表等を行った実績（発表等の予定を含む。）があれば、あわせて記載して下さい。 

 
本共同研究の目的は、幾つかの異なる応用分野（特に大規模問題）を対象として、最適な並列度、

進化計算を実装する適切な装置、進化計算を並列化するための技術を確立することである。今年度

も昨年までに引き続き「メニーコアに対応した進化計算並列化技術による大規模問題解決」に関し

て、工学分野、バイオ分野、ゲーム分野に関して並行して研究を進め、本共同研究テーマに関する

スペシャルセッションを 2014 年 7 月に北京で開催の IEEE 主催の国際会議 World Congress on 
Computational Intelligence (WCCI)に提案し受理された。また、各グループ間の連携を深め情報交

換を行う場として 2014 年 2 月に北大情報基盤センターにおいてミニシンポジウムを開催し、研究

経過の報告と意見交換を行った。 
 
具体的な研究成果は以下の通りである。 
１）GPGPU による組み合わせ最適化問題の高速解法の研究を継続し，2013 年度には遺伝的オペレ

ータの高速化の研究を行い巡回セールスマン問題（TSP）の解法に適用して効果を確認した[1]．ま

た，2 次割り当て問題（QAP）の高速解法に 4 つの GPU を用いて行う方式の提案に関して，

GECCO-2013 の Competition セッションにおいて優勝した[2]． 
２）クラウド環境化における PaaS (Platform as a Service)基盤上におけるインタラクティブ進化計

算の大規模並列化に関する論文を公表した[3]。さらに、クラシファイアーシステムの Hadoop によ
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る並列化[4]、非線形混合整数計画問題の大規模並列化について検討した[5] 。 
３）ゲーム分野の実応用の一例として数独を取り上げ、制約充足問題としての条件やメニーコア上

での並列化のし易さの観点から、提案した遺伝子座間のリンケージを考慮した数独解法のための遺

伝的操作がデータ並列化に有効でありNVIDIA社のGeForce 590で2倍程度の高速化が見込まれる

こと、およびタスク並列とのハイブリッド化によりさらなる高速化が期待されることを示した[6]。
また、本並列化が性能向上の他に縮退故障に有効であること、ノイズなどが原因で生じる過渡的な

故障に対しても頑強であること、および並列度を上げることで耐故障能力も向上することを SM 
(Streaming Multi-processor)間で通信を行うモデルで示した[7]。 
４）GPGPU に関する書籍[8]を Springer から出版し、本プロジェクトの成果に係る研究内容を 4
つの章として掲載した。 
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